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要旨：本報告は「残コン・戻りコンの発生抑制及び有効利用に関する技術検討委員会」の実態調査 WG にお

ける残コン・戻りコンの処理および契約に関する意識調査を取りまとめたものである。施工者の半数以上は，

廃棄コンクリートの処理費用は生コンの価格に含まれていると回答しているが，そのような圧送業者，生コ

ン販売店，生コン製造業者は少数であり，業種による見解の相違が伺える。また，いずれの業種間において

も，残コン・戻りコンに関する契約は存在しないとの回答が全体の約 70%を占めている。施工者，生コン販

売店および生コン製造業者は，最低発注量は 0.5m3程度，発注単位は 0.25m3程度が妥当と認識している。 
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1. はじめに 

 建設現場で余剰となった残コンクリート・戻りコンク

リート（以下，残コン・戻りコンと称する）は，産業廃

棄物になることから問題視されている。平成 18 年 9 月

には国土交通省総合政策局が「残コン・戻りコンの発生

抑制，有効利用に関するアンケート調査の結果概要につ

いて」1）を公表し，その量を製造量の約 1.6%の発生率と

している。また，全国生コンクリート工業組合連合会の

平成 18 年 6 月～8 月の調査 2）によれば，残コン・戻りコ

ンの発生量が，月 100m3を超える工場も少なくない状況

であり，その廃棄処理費用が経費を圧迫するだけでなく，

環境面での問題も大きいとしている。 

このような背景を踏まえて，日本コンクリート工学協

会技術委員会において発足した，「残コン・戻りコンの

発生抑制及び有効利用に関する技術検討委員会（十河茂

幸委員長）」では，建設工事で生じる残コン・戻りコン

について，実態調査 WG，関係法規 WG および抑制技術

WG を設置して調査・検討を行い，平成 22 年 2 月にはそ

の中間報告を行っている 3）。 

 本報告は，委員会の実態調査 WG における残コン・戻

りコンの処理および契約に関する意識調査結果を取り

まとめたものであり，残コン・戻りコンの処理費用の認

識，コスト増加の意識，業種間契約の現状，生コンの最

低発注量および発注単位の認識と妥当性ならびに生コ

ンの荷卸しされる量と伝票記載の容積との差および容

積保証について検討している。 

 

2. アンケート調査の概要 

2.1 アンケートの調査期間および対象者 

 アンケート調査は，平成 21 年 10 月～平成 21 年 12 月

に実施した。また，アンケート対象者は，コンクリート

工事に携わる様々な立場である発注者，設計者，施工者，

圧送業者，生コン販売店，生コン製造業者の 6 業・職種

とした。 

2.2 実施方法 

実施方法は，対象者が所属する以下の業界団体，学協

会などからアンケートを配布するものとし，その回答を

郵送，FAX および E-mail により回収した。 

・発注者：国土交通省の各地方整備局，各都道府県・政

令指定都市の地方公共団体 

・設計者：（社）建設コンサルタンツ協会，任意の建築

設計者 

・施工者：（社）日本土木工業協会，（社）建築業協会，

各都道府県の建設業協会 

・圧送業者：（社）全国コンクリート圧送事業団体連合

会 

・生コン販売店：各都道府県の主な生コンクリート協同

組合 

・生コン製造業者：全国生コンクリート工業組合連合会 

2.3 回答者の内訳 

 アンケートの回答者の内訳は，業種別では，発注者 68

件（8%），設計者 16 件（2%），施工者 231 件（29%），

圧送業者 66 件（8%），生コン販売店 45 件（6%），生コ

ン製造業者 377 件（47%）であり，総数は 803 件となっ

た。なお，回答者は，所属組織の活動エリア，職種およ

び地域により多少の差はあるものの，全国に広く分散し

ている。回答者の生コン取扱量を図－1 に示す。施工者

は「1,000m3 以上 10,000m3 未満」が多く，圧送業者およ

び生コン製造業者は「10,000m3 以上 50,000 m3 未満」の

割合が最も多かった。 

2.4 調査項目 

 アンケート調査項目は，表－1 に示す通りである。調
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査は，表記の項目に関して質問し，択一式（棒グラフは

複数回答）または記述式にて回答する形式とした。 

 

表－1 アンケート調査項目 

調査項目 

残コン・戻りコンの処理費用の認識 

残コン・戻りコンによるコスト増加の意識 

残コン・戻りコンの業種間契約の現状 

生コンの最低発注量および発注単位の認識と妥当性 

生コンの荷卸しされる量と伝票の差および容積保証 

 

3. 調査結果および考察 

3.1 残コン・戻りコンの処理費用の認識 

現場において，残コン・戻りコンに処理費用が発生し

ていることの認識に関する調査結果を図－2 に示す。現

場において残コン・戻りコンに処理費用が発生している

という回答は，施工者が 96%，圧送業者が 100%と他の

業種に比べて高い。このことから，現場で働いている業

種ほど，そこで発生する残コン・戻りコンに処理費用が

かかるという認識が高いことが読み取れる。また，発注

者，設計者，生コン販売店および生コン製造業者におい

ても，60～80%程度が処理費用が発生していると認識し

ていることが分かる。 

生コン工場において，残コン・戻りコンに処理費用が

発生していることの認識に関する調査結果を図－3 に示

す。いずれの業種においても，ほぼ全ての回答者が生コ

ン工場における残コン・戻りコンの処理費用の存在を認

識している。しかしながら，施工者の一部には，生コン

工場における残コン・戻りコンの処理費用の存在を認識

していない回答者も見受けられる。 

生コン工場に戻って廃棄されるコンクリートの処理

費用は生コン価格に含まれるか否かについての回答結

果を図－4 に，その回答者の中で，生コン価格に含まれ
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図－2 現場において，残コン・戻りコンに処理費用

が発生していることの認識 
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図－3 生コン工場において，残コン・戻りコンに処

理費用が発生していることの認識 
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図－1 回答者の生コン取扱量 
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ないと思うと答えた場合，「処理費用は主に誰が負担し

ていると思うか」という設問に対する回答結果を図－5

に示す。施工者の63%が廃棄コンクリートの処理費用は，

生コンの価格に含まれていると回答しているのに対し

て，圧送業者は 38%，生コン販売店は 11%，生コン製造

業者は 1%となっており，業種による見解の相違が伺え

る。しかしながら，生コン価格に処理費用が含まれてい

ないと答えた施工者であっても，その 66%が処理費用を

生コン製造業者が負担していると答えていることから，

生コン価格以外で費用を負担していると認識している

ことが読み取れる。 

3.2 残コン・戻りコンによるコスト増加の意識 

残コン・戻りコンによるコスト増加の意識を図－6 に

示す。生コン販売店および生コン製造業者は，残コン・

戻りコンによるコスト増加を「深刻に受け止める程度」

との回答が 50%以上を占めており，残コン・戻りコンの

処理費用が経営を圧迫しているものと考えられる。しか

しながら，施工者および圧送業者は「深刻に受け止める

程度」との回答が 20%および 25%と他の 2 業種に比べて

少ないことから，残コン・戻りコンの発生による生コン

の費用の増加については，発生することは仕方かないと

とらえられていることが示唆される。 

3.3 残コン・戻りコンの業種間契約の現状 

施工者と生コン販売店の間に残コン・戻りコンに関す

る契約が存在するのかの設問に対する回答結果を図－7

に示す。両者とも契約が存在しないとする回答が全体の

約 70%を占めており，契約上は施工者から残コンや戻り

コンの処理費用が支払われることは少ないと考えられ

る。ただし，生コン販売店の 23%は契約があると回答し

ており，契約の仕組みは存在している。また，生コン販

売店と生コン製造業者の間に残コン・戻りコンに関する

契約が存在するのか否かの回答結果を図－8 に示す。全

体的には，両者間に契約は存在しないことが多いと考え

られるが，生コン販売店の約 25%は契約があると回答し

ており，契約の仕組みが存在している場合がある。 

さらに，施工者と生コン製造業者の間に残コン・戻り

コンに関する契約が存在するのか否かの回答結果を図 

－9 に示す。施工者と生コン製造業者の間には，両者を

仲介する生コン販売店が存在するため，この契約のあり

方には疑問もあるものの，結果として両者とも約 10%は

契約があると回答しており，契約の仕組みは存在してい

る可能性が示唆される。 

3.4 生コンの最低発注量および発注単位の認識と妥当性 
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図－5 生コン価格に含まれないと思うと答えた場合の処理費用負担者 
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図－6 残コン・戻りコンによるコスト増加の意識 
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図－8 生コン販売店と生コン製造業者の間の残コン・戻

りコンに関する契約の有無 
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図－10には，生コン販売店における最低発注量および

発注単位に関する決まりの存在の有無を示す。約 9 割の

生コン販売店は，最低発注量および発注単位に関する決

まりが存在すると回答している。 

そこで，施工者，生コン販売店および生コン製造業者

における，生コンの最低発注量および発注単位の認識に

ついての回答結果を表－2 に示す。ここで，複数の生コ

ン製造業者の商品を扱う生コン販売店は複数回答とな

っているため，発注単位の回答結果は，全体を 100%と

した円グラフではなく，回答人数を 100 とした棒グラフ

で示している。最低発注量については，施工者，生コン

販売店および生コン製造業者にかかわらず，全体の意識

として，0.5 m3～1.0m3程度は積載するように考えている

ことが分かる。つまり，最後の 2 台という段階で打込み

量が「生コン車 1 台分＋少量」であれば，残コンもしく

は戻りコンを減らすには，最後から 2 台目の積載量から

調整しなければならないことになる。その他の回答につ

いては，0.1m3～3m3と幅広い。また，発注単位も存在し，

主として 0.25m3 という最低単位で処理されるケースが

多い。この場合，施工者と生コン製造業者の努力だけで

は，0.25 m3よりも少ない量の残コン・戻りコンを無くす

ことはできないことになる。その他の回答については，

施工者は全て 0.1m3であり，生コン製造業者は 0.01m3～

0.3m3で 0.1m3 が最も多かった。 

施工者，生コン販売店および生コン製造業者に，生コ

ンの最低発注量 1.0m3，発注単位 0.25m3と設定した場合，

その数値が妥当かどうかの回答結果を表－3 に示す。最

低発注量に関しては，施工者，生コン販売店および生コ

ン製造業者のいずれも，1.0m3 よりも少ないほうが良い

との回答が多数を占めたことおよび表－2 の回答結果か

ら，0.5m3 程度が一般的な認識と考えられる。一方，発

注単位に関しては，施工者，生コン販売店および生コン

製造業者のいずれも，0.25m3程度で妥当とする回答が多

い。0.25 m3よりも少ない量の残コン・戻りコンに関して

は，製造上不可避と考えるのが妥当といえる。 

3.5 生コンの荷卸しされる量と伝票の差および容積保証 

 表－4 には，施工者，生コン販売店および生コン製造

業者における荷卸しされる生コン容積と伝票記載の容

積の差の認識を示す。施工者は，約 7 割が荷卸しされる

コンクリートの容積と伝票に記載されている容積に差

があると考えており，荷卸しされるコンクリートの方が

若干多いと考えている結果となった。また，意見は様々

であるが，その容積は 50 リットル～0.1 m3と考えている
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図－10 最低発注量および発注単位に関する決まりの存

在の有無 

表－2 生コンの最低発注量と発注単位の認識 
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3%

発注 

単位 

0.25m³ 
61%

0.5m³
32%

その他

6%

わからない

1%

 

35%

8%

38%

3%

0.25m³

0.5m³

その他

わからない
 

0.25m³ 
35%

0.5m³
6%

その他

39%

わからない

20%

している

8%

していない

62%

知らない・わ

からない

30%

している

9%

していない

82%

知らない・わ

からない

9%

 
       【施工者】       【生コン製造業者】 

図－9 施工者と生コン製造業者の間の残コン・戻りコン

に関する契約の有無 
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回答者が多い結果となった。伝票に記載されている容積

が多いとする回答者も 3 割を占め，生コン車のドラム内

部に付着して荷卸しできないコンクリートがあること

や計量値の割増しそのものが行われていないと考えて

いると推察される。 

一方，生コン販売店では，荷卸しされるコンクリート

の容積と伝票に記載されている容積に差がないという

回答が 7 割を占めている。生コン製造業者では，差があ

ると考える回答者がやや多い結果となった。差があると

考える回答者においても，荷卸しされるコンクリートの

容積が 10～20 リットル多いという回答が多く，生コン

販売店や生コン製造業者では差はなく，もしくはあって

表－3 生コンの最低発注量と発注単位の妥当性 
 施工者 生コン販売店 生コン製造業者 

最低 

発注量 

1.0m³で妥当
21%

1.0m³より少

ない方がよい
78%

1.0m³より多

い方がよい
1%

 

1.0m³で妥当
33%

1.0m³より少

ない方がよい
62%

1.0m³より多

い方がよい
5%

1.0m³で妥当
36%

1.0m³より少

ない方がよい
60%

1.0m³より多

い方がよい
4%

発注 

単位 

0.25m³で妥

当
78%

0.25m³より少

ない方がよい
20%

0.25m³より多

い方がよい
2%

0.25m³で妥

当
60%

0.25m³より少

ない方がよい
28%

0.25m³より多

い方がよい
12%

0.25m³で妥

当
55%

0.25m³より少

ない方がよい
33%

0.25m³より多

い方がよい
12%

 
表－4 荷卸しされる生コン容積と伝票記載の容積の差の認識 

 施工者 生コン販売店 生コン製造業者 

容積の差の 

認識の有無 

差はないと

思う

32%

差があると

思う

68%

差はないと

思う

69%

差があると

思う

31%
差はないと

思う

44%

差があると

思う

56%

差があると認

識している場

合どちらが多

いと思うか 

35%

29%

30%

荷卸しされるコンク

リートの容積

伝票に記載されて

いる容積

どちらにもばらつく

 

57%

0%

36%

荷卸しされるコンク

リートの容積

伝票に記載されて

いる容積

どちらにもばらつく

76%

4%

19%

荷卸しされるコンク

リートの容積

伝票に記載されて

いる容積

どちらにもばらつく

荷卸しされる

量と伝票の容

積の差は生コ

ン車１台あたり

どのくらいだと

思うか 

4%

13%

12%

10%

16%

29%

12%

5L未満

5L以上10L未満

10L以上20L未満

20L以上30L未満

30L以上50L未満

50L以上0.1m³未満

0.1m³以上

7%

14%

36%

14%

14%

14%

0%

5L未満

5L以上10L未満

10L以上20L未満

20L以上30L未満

30L以上50L未満

50L以上0.1m³未満

0.1m³以上

7%

21%

38%

11%

9%

13%

1%

5L未満

5L以上10L未満

10L以上20L未満

20L以上30L未満

30L以上50L未満

50L以上0.1m³未満

0.1m³以上
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も少量であるとの認識が多いことが示された。 

図－11には，施工者と生コン販売店は生コンの容積割

増しのために生コン製造時に計量値の割増しを行って

いることを知っているかどうか，生コン製造業者は計量

値の割増しを行っているかどうか，さらに行っていると

きにどの程度割増ししているかの回答結果を示す。施工

者は，割増しの認識が約半数程度であるのに対して，生

コン販売店は 8 割程度認識している。生コン製造業者は，

ほぼ 100%計量値の割増しを行っており，1.5%の割増し

を行っている場合が 6 割を占めた。この 1.5%の計量値の

割増しは，生コンの空気量が規定の範囲の中で小さい場

合，荷卸しされる容積が伝票記載の容積になることを見

込んだものであると考えられる。なお，生コン製造時の

計量値の割増しに関する認識が現場に少ないことも荷

卸し量の予測に若干の誤差を生じている可能性がある

と推察される。 

 

4. 結論 

本報告を総括すれば，以下の通りである。 

(1) 廃棄コンクリートの処理費用については，施工者の

63%が生コンの価格に含まれていると回答している

のに対して，圧送業者は 38%，生コン販売店は 11%，

生コン製造業者は 1%となっており，業種による見解

の相違が伺える。 

(2) 生コン販売店および生コン製造業者は，残コン・戻

りコンによるコスト増加を「深刻に受け止める程度」

との回答が 50%以上を占めている。しかしながら，

施工者および圧送業者は「深刻に受け止める程度」

との回答が 20%および 25%と他の 2 業種に比べて少

ない。 

(3) いずれの業種間においても，残コン・戻りコンに関

する契約が存在しないとの回答が全体の約 70%を占

めており，契約上は施工者から残コンや戻りコンの

処理費が支払われることは少ないと考えられる。 

(4) 施工者，生コン販売店および生コン製造業者のいず

れにおいても，最低発注量は，0.5m3程度，発注単位

は，0.25m3程度が妥当と認識している。 

(5) 生コン製造時に計量値の割増しが行われていること

については，施工者は約半数程度，生コン販売店は 8

割程度認識している。なお，生コン製造業者は，ほ

ぼ 100%計量値の割増しを行っており，1.5%の割増し

を行っている場合が 6 割を占めた。 
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知っている
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知らない
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84%
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0%

1%未満
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1.5%を超え3%未満

3%以上

【施工者】          【生コン販売店】                     【生コン製造業者】 

図－11 生コン製造時の計量値の割増しの認識 
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